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再説・⽛マーケティング学⽜の日本語表記を
⽛企業学⽜としたい理由

黒 田 重 雄

筆者は，マーケティングの重要性に鑑みて，
これを学問にするべく研究している。
本拙稿は，マーケティングを学問にするだ
けでなく，⽛マーケティング⽜を日本語表記す
べきではないか，ということについて書いた
ものである。
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は じ め に

2018 年⚑月，日本の現状に危機感を抱く経
済界，労働界，学界など各界の有志を結集し
て平成 24 年に発足した，任意団体の⽛日本ア
カデメイア⽜は，《未来への責任～先ず，日本
を変えよう，そして日本から世界を変えよ
う》をスローガンに掲げている(1)。
日本アカデメイアが，発表した⽛アカデメ
イア・フォーラム メッセージ⽜の全文は以
下の通り(2)。

未来への責任～先ず，日本を変えよう，そし
て日本から世界を変えよう～
昨今の先進民主主義に見られる変調は山積

する課題の政治的な現れである。
日本アカデメイアはその主要なテーマとし
て，⽛グローバリズムとデモクラシー⽜を取り
上げたが，冷戦終結を挾んで世界の基軸とさ
れた経済のグローバリズムと民主主義とは調
和的な関係にあるどころか，今や摩擦と緊張
の関係の様相を呈しつつあることが目の前で
実証された。その上，迫りくる第四次産業革
命が更にこの摩擦と緊張を加速するとの声に
も事欠かない。
かくして民主主義は難題を解決するどころ
か，山積する課題に圧倒され，不満や怒りの
表出の場に転じつつある。
多くの難題はグローバルな協力を必要とす
るが，右派のポピュリズムはこうした協力に
は敵対的で，とかくそれからの⽛退出（exit）⽜
に傾斜し，結果として問題状況はさらに悪化
する可能性が高い。そうなればさらに不満と
怒りはますます強まり，世界は完全な悪循環
にはまらないとも限らない。その意味では，
この変調は重大な危機の兆候と考えるべきで
ある。
民主主義の⽛統治能力の危機⽜は，かつて
のように権威主義的独裁体制の魅力を高める
ことにつながるかも知れないし，ソフトパ
ワーの衰退と軍事力の跳梁跋扈につながるか
も知れない。山積する諸課題が連鎖反応を起
こし，世界が大惨事に見舞われると予想する
声もある。
未来を占うことには限界があるが，確かな
ことは，われわれが大きな転換期にあること，

― 105 ―



自己改革と新しいグローバルな取り組みの必
要性を示すサインが随所で鳴り響いていると
いうことである。
日本社会は一見こうした世界の変調とは
まったく無縁で，まるで小春日和を楽しむか
のように余剰幻想に頼り，⽛この今⽜の満足感
に浸っているように見える。
しかしこれは，⽛未来への責任⽜を果たすこ
ととは大きくかけ離れている。今こそ必要な
のは，これまで幾多の危機を切り抜けてきた
基盤であるわれわれの精神的エネルギーを
⽛未来への責任⽜の実現に向け，全面的に解き
放つことである。
それは二十世紀から自由に，二十一世紀型
の新しい社会契約の形成に向けて大胆に取り
組むことである。このようにわれわれの意図
するところは，⽛先ず，日本を変えよう，そし
て日本から世界を変えよう⽜という言葉に要
約される。
日本アカデメイアはこうした⽛未来への責
任⽜の理念に基づき，二十一世紀の日本の実
現に向けて次のような活動を推進する。
一 世界に向けて発信する組織として具
体的な交流を開始する

二 各界を横につなぎ，相互啓発と知恵
の結集を図る

三 次世代の人材育成に努める
四 次なるデモクラシーのあり方を模索
する

平成三十年一月十六日
日本アカデメイア

ここでは，⽛未来への責任～先ず，日本を変
えよう，そして日本から世界を変えよう～⽜
が言われているが，日本のどこをどう変える
のか。世界に向けて発信することができるも
のは何か。そこでは当然のこととして，日本
のアイデンティティとは，日本人とは何か，
が問われることになるであろう。
こうした中で，マーケティングを研究する

筆者としては，世界的な規模で浸透している
マーケティングを考えたとき，日本のマーケ
ティングの特徴とは何か，そして，マーケ
ティング学を形成するに対して，日本から発
信できるものはあるのか，などを考察しなけ
ればならないと考えている。

1．現在，世界中で起こっているマー
ケティング関連の問題

食糧が足りなくなると，DNA 操作で食糧
不足をカバーしようとしたり，AI で人の仕事
の肩代わりをさせようとしたり，同じことか
もしれないが，ゲームに勝つために，薬を
使ったり，コンピュータをつかったり，大量
情報の分析にクラウド・コンピュータを用い
たりと，とにかく，現代は，各種意思決定の
情報処理にインターネットとコンピュータは
欠かせないものとなってきている。

インターネットの普及とともに筆者にもい
ろいろな影響が出ている。
良い面といえば，自分の仕事で何か知りた
いことができたり，読みたい文献を早く手に
入れたいときには便利になったと感じている。
ある意味誰よりも早く手に取ることもできる
ようになった。
しかし，悪い面として，プライバシーなど
個人的心配事の増大である。メール交換や本
の注文などをやってきた結果，自分のメール
アドレスが何かの広告に使用されていること
が分かって早速アドレスを変更しなければな
らなくなった。これで，別人に成り済ましは
いとも簡単で，他人名義で何でもできる世の
中になっているということが分かった。マイ
ナンバーも成り済まし問題が取り沙汰されて
いる。
⽛便利さ⽜と⽛プライバシーの侵害⽜は表裏
一体の関係をいやでも知ることとなっている。
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最近の企業の不祥事の頻発（さまざまなビジ
ネス関連問題の発生）
しかしながら，現実はもっと深刻な状況に
あると言わざるを得ない。
昭和 30 年代以降になると高度経済成長と
ともに人々の購買力も増し，多種多様な商品
が大量生産されるようになり，大量生産・大
量販売・大量消費の図式が回るようになる。
巨大市場が形成され，⽛大衆消費社会⽜が現出
していると言われた。このころの消費者は
⽛所有価値⽜（物を持つことに価値を見出す）
を重んじていたと考えられている。しかし一
方で，消費者も次々と出回る新しい商品・
サービスへの対応が追いつかず，適切な選択
能力を持たないまま販売商戦に巻き込まれ，
単に提供されるままに物を購入するだけで，
狭い部屋が⽛物にあふれ⽜，寝る場所も無いと
いった状況になっているという警告もあった
りした。そこへ，70 年代に入って⽛ニクソ
ン・ショック⽜や⽛第⚑次石油危機⽜があら
われて，消費者側も反省し，⽛固有価値⽜（他
人に左右されない自分だけのものを持つ＝⚑
点豪華主義など）の価値観に移っていったと
されている。
しかし，近年になって，性能や安全に問題
のある商品のために健康を損ねたり，不必要
なものを買わされてしまったりする消費者被
害が増加してきた。このように商品やサービ
スが生産者から消費者に供給され，消費され
る過程で発生するあらゆるトラブルを⽛消費
者問題⽜という。
このところの日本における食品の偽装など
不正問題を列記してみよう。

冷凍ギョーザ中毒事件，メラミン混入の牛
乳，乳製品原料肉偽装，期限切れ原料使用，
豚肉などを混ぜた⽛牛ミンチ⽜，賞味期限改ざ
ん，製造日改ざん，産地偽装やつけ回し，食
肉偽装，飛騨牛偽装，ウナギ蒲焼き偽装，事
故米の食用転用など。

また，高齢者には⽛オレオレ詐欺⽜などが
問題となっているが，若者にもネット・ビジ
ネス関連でのトラブルに関する相談が矢継ぎ
早に⽛国民生活センター⽜に寄せられている
という。

世界的に大企業の不正・偽装問題の発生が続
いている
世界でもさまざまなさまざまなビジネス問
題が発生している(3)。新しいところでは，株
主至上主義経営，株主価値偏重型コーポレー
ト・ガバナンスの典型と見なされた，2001 年
にはアメリカの天然ガス・石油会社のエンロ
ン社（Enron Corporation）が巨額の不正経
理・不正取引による粉飾決算が明るみにでて
経営破綻したし，2002 年に倒産した通信会社
大手ワールドコム社（Worldcom）はその後に
不正会計が発覚している(4)。

エンロン事件は，⽛エンロン・ショック⽜と
も呼ばれ，2001 年 10 月に発覚した，アメリ
カ合衆国（米国）の多角的大企業であったエ
ンロン社（Enron Corporation）の不正会計事
件（巨額の粉飾決算事件）のことをいいます。
これは，総合エネルギー取引と IT ビジネス
を行っていたエンロン社が，特定目的会社
（SPC）を使った簿外取引により，決算上の利
益を水増し計上していたことが分かり，2001
年 12 月に経営破綻に追い込まれ，世界の株
式市場に大きな衝撃を与えたものです。
（2002 年⚗月のワールドコムの破綻まで，米
国史上最大の企業破綻であった）
当時，エンロン社は全米でも有数の大企業
であり（2000 年度は全米第⚗位の売上高があ
り），その破綻によって，多くのステークホル
ダーが多額の損失を被り，また事件に関与し
ていた大手監査法人のアーサー・アンダーセ
ン（Arthur Andersen）も解散に追い込まれま
した。さらに，同社に続いて，他の有力企業
の不正会計が次々と明るみに出たことで，一
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企業の破綻にとどまらない異常事態へと発展
しました。そして，この事件を契機に，米国
において，コーポレートガバナンスが強く問
われることになり，2002 年に企業の不祥事に
対する厳しい罰則を盛り込んだ⽛サーベン
ス・オクスレー法（SOX法）⽜が制定されるこ
とになりました。

2015 年，ドイツの自動車会社フォルクス
ワーゲンも排ガス規制を逃れるべく手の込ん
だ不正が発覚している。日本を代表する企業
である東芝で，不正会計が発覚し，⚓人の歴
代社長が退任するという異例の事態が起こっ
ている。また，三菱自動車燃費偽装も発覚し
ている。走行試験せず，机上データだけで提
出していた事例である。

2．不正・偽装の底流にあるもの

驚いたのは，NHK・BS 世界のドキュメン
タリーシリーズのうち，2012 年（⚗月 16 日）
放映分の⽛電球をめぐる陰謀⽜であった。
テーマは，⽛意図的老朽化⽜の実態を描き出す
というものであったが，以下のような内容で
ある。

エジソンが発明した電球が売り出された
1881 年，その耐用時間は 1500 時間だった。
1924 年には 2500 時間に延びた。しかし 1925
年に世界の電球製造会社が集まり耐用時間を
1000 時間に限ることを決定。世界各地で作
られた長持ちの電球は一つも製品化されな
かった。同じような考え方は現代にもある。
破れるように作られたストッキング，決まっ
た枚数を印刷すると壊れるプリンター，電池
交換ができなかった初期の iPod などだ。消
費者の方もモノを買うことが幸福だと考え，
新しいものを買い続けている。しかしその一
方で，不要になった電機製品は中古品と偽っ
てアフリカのガーナに輸出，投棄されて国土

を汚している。電球をめぐるʠ陰謀ʡを証言
と資料を元に解き明かし，消費社会の在り方
に警鐘を鳴らす。

テーマになっている⽛意図的老朽化⽜は，
かつて⽛計画的陳腐化（planned obsoles-
cence）⽜と言われたものである。それが今ま
た復活したということなのか。当時は，企業
は製品作りにおいて，⽛計画的陳腐化⽜を前提
に物を作っているように見えるがそうではな
い。つまり，人々にとって何が望ましいのか，
ということから企業は⽛新製品開発⽜を行っ
ているのであるとして，陳腐化説は一蹴され
ていたはずであった。
これに類似の話として，包丁についてがあ
る(5)。

これはある包丁の産地で聞いた話。よく切
れる包丁ほどさびやすい。使ったあと，いく
らしっかり水気をとっておいたつもりでも，
二，三日すればうっすらさびが出る。これが
包丁のもちを悪くする。実はそれを防ぐ方法
があって，簡単である。
使った後，湯に浸してから乾いたふきんで
ふいておけばいい。なぜそんな簡単なことが
知られていないのか。一説によると，早く包
丁をだめにした方が，買いかえ需要がふえて
業者の利益になる。
長もちさせる方法など教えるのは自分の首
をしめるようなものだ，というのである。そ
ういう知識こそ，学校の家庭科あたりで教え
たい。習った方では一生忘れないようにすべ
き知識である。

では，今また陳腐化説復活の背景には何が
あるのか。⽛企業⽜側の不況時における⽛足

あ

掻
がき

⽜が見え隠れする。
こうした状況を分析したものが，日本經濟
新聞の分析である(6)。
⽛⚖ 揺らぐ企業の ROE 神話 その利益に
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大義はあるか⽜と題して，述べたものである。
ROEとは，⽛株主資本利益率⽜であるが，

⽛ROE神話⽜の暴走が根底にある。⽛株主の
ための利益追求⽜が資本主義における企業の
責務だと米経済学者ミルトン・フリードマン
は 1962 年の著書⽛資本主義と自由⽜で主張し
た。この考えが米国などで広がり，株主のた
めにいかに稼いだかを示す ROE が重視され
るようになった。
資本主義を生きる多くの企業が信じてきた

⽛ROE（株主資本利益率）神話⽜が揺らいでい
る。
地球温暖化や格差拡大などの問題が深刻に
なり，利益だけを追い求める経営が立ち行か
なくなってきたためだ。環境，従業員，地域
社会，そして株主―。さまざまな課題・責
任のはざまで最適解を探り当てる経営が求め
られている。
⽛公益重視⽜3000 社超
⽛株主至上主義⽜に対する反省がおこって
おり，⽛ひずんだ株主至上主義⽜の修正はすで
に始まっている。米経営者団体，ビジネス・
ラウンドテーブルは株主第一経営を修正する
と宣言した。
環境や従業員，地域社会など公益の重視を
打ち出す⽛Bコープ⽜という新しい企業も台
頭している。⽛株主最優先の経営ではない⽜
とまで示すことを条件に，米非営利団体の B
ラボが認定する。
ブランド力などで有利になるといい，アウ
トドア用品の米パタゴニアや仏食品大手ダノ
ンの北米法人など 3000 社を超えた。

日本では，江戸期にも，偽装（だまし）が
あったことを井原西鶴が書いている(7)。

3．日本のマーケティングの特徴とは

なぜ，日本のマーケティングを取り上げる

のか。これについては，筆者も幾編かの拙論
を書いてきている(8)。
要約すると，以下のようになる。

アメリカにおける⽛マーケティング⽜とい
う言葉に発生を検討してみると，それは，そ
れまでの単なるヨーロッパからの輸入品を配
給するという程度のものであったものが，製
造業者も次々に生まれ次第にそれらの間の製
品の販売競争激化の結果生まれた 20 世紀初
頭に生まれた言葉とされる。しかしながらが，
真にその意味を体化するものは，大不況時
（1920 年代～30 年代）をきっかけに生まれた
マーケティング・リサーチが浮かんでくる。
つまり，大不況時には，消費者の購買力が
減退し，何も売れなくなり，人々は，猛暑で
も，路頭に迷うしかない状況となった。こん
なとき小手先のマーケティング技術はほとん
ど役立たずであった。
一方では，実際にかき氷は飛ぶように売れ
ていた。また，そのころ出現したのが，スー
パーマーケットとコンビニであった。
この教訓は，どんなときでも儲かる商売は
あるということであった。
そのため，あらゆる角度から商売を探すこ
とが最も重要であるという認識が広がって
いった。これが⽛マーケティング・リサーチ⽜
という学問が進展したきっかけとなった。
そこから，筆者は，マーケティングとは，

⽛人は，自己の仕事（ビジネス）を探し，決定
し，運営すること⽜と定義することとなって
いる。
こう定義したとき，日本のマーケティング
は，アメリカ・マーケティングより 500 年早
く始まっていると考えている。
マーケティング（marketing）という言葉の
発生はアメリカであったが，マーケティン
グ・リサーチの始まりが，マーケティングと
いう言葉の内容を最もよく表すものという結
論が導き出されるのである。
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現在の日本におけるマーケティングは，戦
後，石坂泰三氏を代表とする生産性本部の代
表団が，アメリカ視察をして，⽛アメリカでは，
マーケティングというものをやっている。日
本でも学ぶ必要がある⽜と述べたあたりから，
始まったとみられている。
その後の高成長とあいまって，急速に進展
した。⽛○○マーケティング⽜のオンパレー
ドであると言っても差し使いない状況となっ
ている。
研究面では，マーケティング学者が増え，
アメリカ・マーケティングの取入れ競争みた
いな状況となったし，学生指導の面でも，
⽛ケーススタディ⽜が一般化している。
一般企業の中には，⽛従業員は，マーケティ
ングを頭のてっぺんから足のつま先までもつ
べし⽜と言わしめるまでになっている。

今日，世界の様相が変化してきている。
世界的な，企業の不正の摘発や日本などで
は，食品を中心に偽装問題が頻発している。
このような状況を称して，⽛マーケティング
至上主義⽜，⽛マーケティング民主主義⽜なる
言葉も生まれ，不正・偽装の裏（根源）には
マーケティングの行き過ぎがある，ことを表
したものとなっている。
結論を先取りすると，日本では，かつて
マーケティングを盛んに行っていた。それを
忘れて，今やアメリカ・マーケティングの導
入に躍起になっている。
日本のマーケティングは室町時代に始まっ
ている，と考えている。
室町時代とはどういう世の中だったのか。
西欧はもとより大陸とも一線を画していた。
独自の日本文化を形成していた。重商主義
の時代であった。
室町時代は，歴史的に西欧とは無関係で
あった。中国との関係は深かったが，日本独
自の発展を遂げている。重商主義の時代で
あった。マーケティングの進展の証拠に，職

業数が格段に増え始めている。
日本の経済システムは，鎌倉新仏教に拠っ
ている説もある(9)。事業にあっては，近江商
人も活躍し，⽛三方よし⽜の原理が貫かれてい
た(10)。

4．⽛マーケティング⽜を日本語表記に
する必要性

筆者は，社会科学系の学問の日本語名の出
自について調べている(11)。
そこでは，⽛Statistics と統計学⽜，⽛Commerce
と商業学・商学⽜，⽛Economics と経済学⽜，
⽛Management Science と経営学⽜などが検討さ
れた。
とりわけ，⽛Statistics が，ʠ統計学ʡとなっ
た⽜経緯には相当な議論があったことが分
かった。そして，驚いたことに，⽛統計⽜とい
う日本語訳者（名付け親）は，文豪として名
高いʠ森 鴎外ʡが関わっていたことである。
この点については，ʠスタチスチックʡを

⽛統計⽜と訳すことになった経緯を明らかに
する宮川公男（2015）の論考が参考となる(12)。
今日では，統計および統計学という日本語
が定着しているが，当初はそれが⽛訳字論争⽜
の末に決着したものであったという。しかも
その論争の一方の主役（⽛統計⽜と訳するこ
と）があの森 鴎外であったというから驚き
である。
宮川によると，統計学は幕末から明治維新
にかけて移入されたが，当時は，スタチス
チック（statistic）と いう英語あるいは
ʠStatistikʡというというドイツ語をどのよう
な日本語にするかの議論が行われていた。そ
のころまでに用いられていた候補は，形勢，
国勢，知国，国治，統計，政表，表記，綜計，
製表などかなりの数に上っていた。
宮川は，⽛訳字論争―森林太郎 対 今井
武夫⽜という項で，論争の経緯を説明してい
る（この森林太郎は陸軍軍医学舎教官であっ
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た森 鴎外のことである）。
宮川の結論として，⽛森 林太郎は文豪・文
学博士森 鴎外の名で知られるようになって
いたが，彼が学んだ医学から統計学，医学統
計および公衆衛生学にわたった学識と学術的
業績は並大抵のものではなく，きわめて傑出
したものであった。その中で，統計訳字論争
のきっかけになったのがʞ医学統計論題言ʟ
であり，そこで，森は，⽛スタチスチック⽜を
⽛統計⽜としてよいという論戦を張ったので
あるが，それはʠわが国の統計学の歴史にお
ける金字塔ʡとも評価される貴重な論考であ
る⽜と説明している。
森の論旨は，以下のようなものだったとい
う。

そもそも歴史的に多くの変遷を経てきた学
科などの意義を一語で十分に含蓄した字に訳
すことを望むのことは無理であり，進歩の止
むことのない学問についての訳語は今日の学
問の程度に相当する一つの解釈によってでき
るだけそれに名実の合致するものを望めばよ
い。そう考えると，⽛或る徴候に就いて物を
計へ之を統べて数門とす⽜（異なる特性ごと
に物を数え分類したカテゴリーをつくる）と
いうように⽛物を計り之を統べる⽜という意
味を持つ統計という訳語は，その意味では古
くからのスタチスチックの訳語として不可で
はなく，決して定義もなく勝手気ままな訳字
ではない。
統計には釈義が多いからといって，俗人に

⽛尊信渇仰⽜の念を抱かせるためにことさら
深奥な意味を持つものとしてスタチスチック
という原語をそのまま使うべしというのは愚
劣な考え方である，というのが森の結論で
あった。 （傍線，筆者）

今日，統計学は，隆盛期に入っていると
言っても過言ではない。統計学の学会には，
⽛日本統計学会⽜と⽛統計研究会⽜（現在閉会）

がある。前者には，自然科学系はもとより人
文社会系の学者研究者，民間の研究者など合
わせて会員数 1,517 名（2016 年⚑月⚖日現
在）が加入している。

マーケティング学を形成するに際して，心
すべきは何か。たとえば，マーケティング・
サイエンス学会では，一つの見解をあらわし
ている(13)。

マーケティング理論の基礎構造の構築をめ
ぐる諸努力の展開は，マーケティング・サイ
エンスへの途として理こ解しうる。およそあ
る種の知識の体系が⚑つの科学としての存在
にまで高められるためには，次の⚓つの次元
において，独自性を確立することが必要であ
る。すなわち，
(1)独自の基礎概念の形成とその論理的に
斉一な展開型の構築，

(2)対象を認識しその問題を明らかにする
とともに問題を解決するための有効な
分析技法・手順の開発ないし系統的利
用，

(3)独自の内容をもつ理論や知識の体系的
集積，

である。マーケティング・サイエンスの構築
にはこのような努力がもともとのそれぞれの
次元において推進される必要がある。

筆者は，これにもう一つ加えるべきものが
あると考えている。それは，マーケティング
を日本語であらわすことである。
たとえば，⽝最新 マーケティング教科書⽞
と銘打った本が出版されている(14)。
これは，まさにマーケティング関連の最新
のキーワードのオンパレードである。カタカ
ナ語（例：カスタマーセントリック）と英語
の略語（例：DMP）で満ちている。
ビジネスマンは，これくらいのことを知っ
て，携わる仕事に役立ててほしいという意味
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合いが込められていることは理解できる。
しかし，筆者の立場は，これらのキーワー
ドを日本語で表記できないかということであ
る。理由は，日本人として，日本語で理解し
たいがためである。

経済学者の浜 矩子（2013）は，経済を語る
とき，カタカナ言葉が盛んに使われるがそれ
についての問題点を示している(15)。

経済学で意外と多用されているのが⽛カタ
カナ言葉⽜なのですが，これが出てきたら，
ちょっと注意したほうがいいでしょう。
ʠexpectationʡを予想ではなく，期待と訳し
たセンスもいささか疑問ではあるのですが，
とりあえず日本語に置き換えているだけマシ
といえるのかもしれません。なかには，日本
語訳がきわめて困難であることから，カタカ
ナ言葉にしてそのまま流通している用語もあ
ります。でも，翻訳することが困難なくらい
ですから，これが普通に議論の中で用いられ
るようになったときには，かなり言葉が独り
歩きしていることを疑ってかかる必要がある
でしょう。
その典型例の一つが，あの⽛ファンダメン
タルズ⽜です。本書の第⚒章でも，⽛ファンダ
メンタルズは良好という話が出てきたら，経
済は危険水域に入ってきている⽜ということ
に触れました。ファンダメンタルズは良好の
はずなのに，どうして経済は危険水域に入っ
てきているのか。考えてみれば不思議な話で
すが，これは，⽛ファンダメンタルズ⽜という
言葉の真意が，大変にあいまいなものだから
です。つまり，あいまいな言葉を用いること
によって，ごまかしておきたい何かがあると
いうことです。
ファンダメンタルズの日本語訳として最も
よく使われるのが，⽛基礎的経済条件⽜という
言い方です。
では，基礎的経済条件とは一体何のことで

しょうか。
一般的には，経済成長率や経常収支，雇用，
金利など，いわゆる主要経済指標として取り
扱われる数値を指しているのだと理解されて
いるようです。人々が⽛経済ファンダメンタ
ルズは云々⽜という言い方をする時，おそら
くはそうした主要経済指標をイメージしてい
るのだと考えられます。
ですが，これは別段だれかが正確に定義し
たわけではありません。仮にだれかが定義し
ていたとしても，だれもがその定義に厳密に
したがってファンダメンタルズという言葉を
使っているとは限りません。二人の人間が同
じファンダメンタルズという言葉を使いなが
ら，その言葉でその二人がイメージしている
意味内容はまるで違っているかもしれません。
この種の言葉の独り歩きほど厄介なものは
ありません。両者が何をもってファンダメン
タルズといっている，まずはその擦り合わせ
から出発したいところです。最もまずいのは，
ファンダメンタルズという言葉が出た途端に，
⽛ああ，あれか⽜と思い込んで考えるのやめて
しまうことです。
もっとも，政策責任者たちがこの言葉をつ
かう時には，むしろ意図的に聞くほうの思考
停止を狙っている場合があるかもしれません。
⽛ファンダメンタルズは健全⽜とさえいっ
ておけば，人々は安心してそれ以上は深追い
してこないだろう。そんな魂胆があってファ
ンダメンタルズを使う場合には，むしろその
中身を正確に定義しないことこそ，妙味があ
るわけです。
むろん，名探偵がそんなマヤカシに騙され
るはずはありません。本章の冒頭でも申し上
げた通り，⽛あなたがおっしゃるファンダメ
ンタルズとはすなわち何ですか？⽜と必ず切
り返すはずです。

ここでの⽛ファンダメンタルズ⽜を，⽛マー
ケティング⽜に置き換えても同じである。今
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日，マーケティングという（カタカナ）言葉
の解釈が人によって違うと考えるからである。
すなわち，⽛あなたがおっしゃるマーケ
ティングとは何ですか？⽜と問わねばならな
いということである。

かつての日本には，戦時中⽛敵性語⽜と言
うものがあった。敵国の言語の使用を禁ずる
ものである。
筆者が大学（小樽商科大学）に入った昭和
35 年の大学のカリキュラムの中に，科目名と
して⽛配給論⽜があった。神戸大学出身の若
手岡本理一助教授の講義ではあったが，多分，
これは，戦中・戦後の人々の貧しい生活に如
何に必需物資を配給するか，といった内容で
はないかと考え，履修したものの，あまり身
を入れていなかった。
実際，筆者の小学生のころ，町内会で，生
活物資の配給が行われ，抽選（クジ）で分配
されていた（当たった品物は後に代金を払う
ことになっていた）。親の代わりに出席した
筆者が，軍手が当たったと喜びいさんで帰っ
てくると，親はそんな高いものは払えないん
だ，と叱られた，という記憶がある。
ところが，⽛配給論⽜，これは敵性語の名残
であったらしく，後に，これが⽛マーケティ
ング⽜の講義であったと知り，もう少し身を
入れて聴講しておけばよかったと悔やんだも
のである。
そして，マーケティングを敵性語として読
み替えるのではなく，真に意味ある日本語で
表記したいということなのである。

松尾義之の見解が，クローズアップする
松尾義之（2015）は，⽝日経サイエンス⽞の
副編集長などを経験した，科学ジャーナリス
トである。その長年の経験から，彼は，⽛毎年
一人の割合でノーベル賞を輩出している日本
の科学・技術，その卓抜した成果の背景には，
日本語による科学的思考がある⽜との考えを

持つにいたったという(16)。
その言わんとするところのものは，

日本人は日本語で科学をしている。実はこ
の話を持ち出すと，科学者を含め，たいがい
の人から⽛何のことですか？⽜と言われてし
まう。実際，第一線の科学者に⽛先生は日本
語で考えて科学をされているのですよね？⽜
と持ちかけてみるのだが，10 人が 10 人，何
のことかとキョトンとされてしまう。みなさ
んはどう思われるだろうか。日本人だから日
本語を話す。だから日本語で科学研究をする。
あるいは日本語で技術の研究をして画期的な
工業製品を作る。これは，本当に当たり前の
ことなのだろうか。
では逆に，なぜ日本人は英語で科学をしな
いのだろうか。フィリピンやインドネシアな
ど東南アジアの国では，最初から英語で科学
教育を進めているところが多い。なぜ日本
（と中国）だけが違うのか。
その理由は，日本語の中に，科学を自由自
在に理解し創造するための用語・概念・知
識・思考法までもが十分に用意されているか
らである。そして，日本で生まれた成果や概
念は，日本の科学者や技術者による大量の英
語論文を通じて，日常的に外国に伝達されて
いる。だからこそ，日本の人も外国の人も，
日本人科学者が日本語で科学を創造・展開し
ている事実に改めて注意を払わなのだ。
私は科学ジャーナリストとして，翻訳（日
本語と英語）という作業が関与する場面で，
特に多くの仕事をしてきた。それもあって，
この⽛日本人は日本語で科学する⽜という事
実が，決して自明ではないことを何度も何度
も体感して来た。翻訳を⽛ヨコをタテ，タテ
をヨコに変えるだけ⽜とみくびる人がいるが，
それは大間違いだ。
過去 1500 年以上にわたり，私たち日本人
は，最初は中国文化に始まり，蘭学，そして
近代西欧文明と，それまでの自分たちが持っ
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ていなかった新しい知識や概念や文化を積極
的に取り入れてきた。言語が違うのだから，
そこには必ず翻訳という行為が存在した。そ
の際，単なる言葉の移し替えでは済まないこ
とも多々あったであろう。そこで新しい言葉
を創造して，概念知識や思想哲学まで，きち
んと吸収したのだ。だからこそ，例えば今日
の科学において，自由に新しい成果を生み出
す言語環境が整ったのだ。私自身，新しい概
念が新しい漢語日本語として生まれていく場
面に幾度も立ち会ったことがある。
だからいま，こう考えている。日本語で科
学ができるという当たり前でない現実に深く
感謝すること，この歴史的事実に正面から向
き合ってきちんと評価し大切に伝統を保持し
ていくこと，それが日本語で科学することの
意義であり，責務である。それは日本の科学
や技術を発展させる原動力となり，世界中の
人々が望んでいることにつながっていくはず
だ，と。

である。
（こうして，松尾は，日本語重視の立場から，
小学校⚓年生からの英語教育開始には反対を
表明している）

苅谷剛彦と輸入学問における日本とオックス
フォード
輸入学問には，もう一つ重要な問題が潜ん
でいる。
オックスフォード大学教授の苅谷剛彦

（2017 年）が⽛輸入学問⽜についての論説を書
いている(17)。

日本を相対化する視点の有無
それではそこ（オックスフォード大学）で
どのようなことが教えられているか。ここで
は現代日本研究の修士課程を中心に紹介しよ
う。
その中身は，卒業に不可欠な最終試験の問

題を見るとおおかた予想がつく。この試験は，
私の近著⽝オックスフォードからの警鐘⽞（中
公新書ラクレ）でも指摘したように，すべて
の教科の授業（膨大な文献を読ませる）が終
了した後の最終学期に一科目三時間の完全な
論文形式で行われる。通常九問が出題され，
学生はそこから三間を選択する。一問あたり
A4 サイズ用紙に四～五ページの解答をすべ
て手書きで筆記する。そこでどのような問題
が出されているかは，それぞれの科目でどの
ような学習成果が期待されているかを反映す
る。
たとえば，ニアリ教授が教える日本政治の
過去の試験では，次のような出題が行われた。
・二〇〇五年以後，日本の野党は日本の政
治にいかなる貢献をなしたか。

・⽛改憲をしなければ日本は⽝普通の国⽞に
なれない⽜という言明について論じなさ
い。
・⽛環境，人権，民主主義の促進などの領域
で日本は規範を作り出すリーダーである
よりフォロアーであるように見える
（リースマン，2006）⽜。この見解につい
て論じなさい。
・1990 年代以降の日本の外交政策は，⽛ソ
フトパワー⽜動員の試みを超える何かが
あるか。

いずれを見ても，細かい知識を問うより，
日本の政治に関する概念的理解を前提に，文
献から学んだ知識を必要としながらも一筋縄
ではいかない⽛考えさせる問題⽜が出されて
いる。

さらに重要な点は，このような思考に不可
欠な概念や理論が英語で与えられることであ
る。日本研究以外で彫琢された概念や理論が
活用されることで，理論的に共通の基盤（共
約可能性）が与えられる。西洋語圈で発達し
た社会科学や歴史学の理論や概念とは地続き
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であり，それと無関係では使用に耐えないと
いうことだ。日本を相対化する視点がこうし
て提供される。
一見すると，日本の大学での日本人による
日本を対象とした研究でも，しばしば海外産
の理論が適用されたり，そこから借用した概
念を用いた分析や説明が行われたりすること
がある。⽛輸入学問⽜と揶揄されながらも西
欧の知識を学んできた成果が，日本の社会科
学の個性でもある。ただし，そのような場合
に，外来の理論や概念の適用の結果が，翻っ
てその元々の理論や概念にどのような反作用
を及ぼすかというねらいは企図されない。日
本語で表現され，日本人が主たる読者と想定
されるかぎり，そのような反作用を意図した
理論化にはなかなか至らない。あえて単純化
すれば，理論や概念の⽛借用⽜である。その
適用が元の理論や概念の彫琢過程に戻されざ
るをえない海外での研究との違いが，表現す
る言語の選択によって生じるのである。
さらに言い換えれば，海外の日本理解の基
盤には，もともと比較の視点があるというこ
とだ。海外の日本研究においては，日本とい
う対象を自明視できない。先の国際会議の
テーマのように⽛日本はなぜ（何か，いかに）
問題か？⽜を問わざるを得ない。日本で日本
人研究者が日本語で日本人読者向けに生産す
る日本を対象とした学問との違いはここに由
来する。この点は，先に保留した，海外にお
ける日本文化への関心にも関係する。

グローバル化政策のもとで授業の英語化が
奨励されているが，英語で教えればすむわけ
ではない。日本語以外で教えることのメリッ
トは，日本という現象を自明視せず距離を置
くこと，さらには研究が世界と地続きである
ことの意識化にある。意を用いれば，日本語
でも可能である。
日本という現象・経験の自明視から距離を
置いた⽛日本はなぜ（何が，いかに）問題

か？⽜という問いは，日本の大学教育でも通
用する。グローバル化とナショナリズムに翻
弄されない足場作りである。

筆者が，この論説の⽛日本を相対化する視
点⽜で外国を見るというオックスフォードの
場合，たとえば，イギリスにおける日本の研
究では，英語が用意されるという件である。
つまり，外国を相対化する日本語が必要と
いうことである。現実には，アメリカからき
たマーケティングをそのまま受け入れたし，
今日でもその姿勢は変わっていない。
⽛いいものは良いではないか⽜ということ
もある。しかし，それもある地域の土壌に合
うものなのかどうかは慎重に検討されるべき
であったということである。

お わ り に

日産の元会長ゴーンにかかわる問題は，そ
の典型例と考えたい。
⽛ゴーンのやったことは問題ない（外国の
経営者では普通の行動である）⽜，⽛ゴーン
やったことは許しがたい（日本の土壌にはあ
わない）⽜と意見が二分されている。
筆者は，後者の立場だが，⚒万人の従業員
の首切り，長い間一緒に行動を共にしてきた
下請けを切って，日産と言う会社の立て直し
をした人としてもてはやされていた。しかし
てその実体は，人間としてまったく日本とい
う土壌に合わないといえるのではないか，と
筆者などは思ってしまう。従業員や企業を
あっさり切り離したしただけの人間が，20 億
もの給料をもらい，プライべイト・ジェット
機を自分勝手に活用し，ベルサイユ宮殿を借
り切って自分の結婚式を行うなど，とても考
えられない贅沢三昧するだけの愚人だと思っ
てしまう。そして今，奇策を弄して本国へ逃
げ帰った。
もとより，首切りされた人々，バッサリ切
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られた長年一体化してやってきた下請け企業
に対する思いやりなど一顧だにない。
日本を代表する松下幸之助や稲盛和夫など
とは比べ物にならい経営者という印象である。

やはり，経営者には，自国の持つ倫理観の
相違という観点もある(18)。
今さら言う必要はないかもしれないが，日
本の経営者と外国の経営者の違いを見せつけ
られた思いであり，また，⽛外国を相対化する
日本語が必要⽜という苅谷説を肝に銘じなけ
ればならないと考えている。
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